
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会 

「岐阜県民は県の鳥“ライチョウ”  
が嫌いなのか？」        を開催します 

 

 

岐阜県博物館では、講演会「岐阜県民は県の鳥“ライチョウ”が嫌い

なのか？」を開催します。 

中部地方の高山帯にのみ生息するニホンライチョウは、絶滅が危ぶま

れ、2012年に国の保護増殖事業計画が発表されています。以前から動物

園ではスバールバルライチョウを用いた飼育繁殖の技術開発が行われ

てきましたが、2015年から、乗鞍岳で採集した卵を動物園で孵化、飼育

する生息域外保全が開始され、近年では野生復帰にも成功しています。

こうした生息域内外の保全の取り組みやライチョウのおかれている現

状、繁殖の研究、岐阜県民の関心度などについて幅広く紹介します。 

 

１ 日 時   令和５年８月２７日（日）１３：３０～１５：００ 

２ 会 場   岐阜県博物館 けんぱくホール（関市小屋名１９８９） 

３ 講 師   楠田
くすだ

哲士
さとし

氏（岐阜大学応用生物科学部 教授） 

４ 参 加 費   無料 ※但し、博物館本館の展示を観覧される場合には、入館料（一般６００円・ 

大学生３００円・高校生以下無料）が必要です。 

５ 定 員   １２０人（要申込、定員になり次第締め切ります） 

６ 申込方法  （１）岐阜県博物館ホームページ（https://www.gifu-kenpaku.jp/）の申込フォーム 

（２）電話（０５７５－２８－３１１１（代）） 

受付開始は、令和５年７月２７日（木）から。 

※電話受付は休館日を除く８：３０～１７：１５まで受付けます。 

＜休館日＞毎週月曜日（月曜日が祝休日の場合は、その翌平日） 

７ 問合せ先  岐阜県博物館（電話番号：０５７５－２８－３１１１（代）） 

令和５年 ７月２１日（金）岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

博物館 ﾏｲ･ﾐｭｰｼﾞｱﾑ係 南本有紀 

代表  0575-28-3111 

内線  306 

FAX    0575-28-3110 

講師：楠田哲士氏 

中濃記者会同時配布資料 

岐阜県政記者クラブ加盟社各位 

岐阜県博物館 検索 


